






『台北俳句集』の第 18 集（1989 年 3 月）から第 29 集（2002 年 1 月）
までを、台北俳句会の第三期（高原期）と呼びたい。この期の台北俳句
会の特徴は、各句集の投句者数が 60 人台と、比較的安定（高止まり）





が第 22 集、邱秀琴が第 23 集、台北俳句会の事実上の創立者ともいえる
呉建堂（孤蓬）が第 26 集～第 28 集、范姜房枝（辻野房子）が第 27 集
～第 29 集、台北川柳会（現・台湾川柳会）の初代会長にもなった頼天
河が第 28 ～ 30 集で、それぞれ故人（遺作）になっている。第二期（第































応えた画期的な業績である。全部で 396 の台湾季語を制定し、各 8 句ず
つの例句と 336 字分の解説をつけて編集したもので、言語的にも台湾語
（閩南語）が 220 季題と過半数を占め、日本語が 161 季題、客家語が 2
季題、中国語（北京語）が 13 季題と多岐に渡っている。その基礎と
なったのが、『燕巣』に 1989 年 12 月号から 1998 年 9 月号まで、連載さ
れた「台湾歳時記」である。これは台湾季語の解説と例句を毎号 4 季題
ずつ（時に 2 季題。最初期は 1 ～ 3 季題）例句と解説文を付けて構成し
たものであり、連載終了後さらに 4 年余りかけて補充・整理が行われた
上で、『台湾俳句歳時記』として刊行されている。台北俳句集でいえば、

































































香涛、台中の人）がいた。施は 1937 年（24 歳）から俳句を始めたが、
戦後頓挫してしまっていたところ、偶然なきっかけから学友の羽田岳水
に勧められて 1983 年から『燕巣』に投句するようになり、1988 年燕巣
俳句会同人になっている。台北俳句会には参加していなかったが、1987































実はこの羽田らの 1987 年の訪台は、『燕巣』1989 年 9 月号の「あと
がき」に「一昨年の台湾燕巣会づくり主宰一行の旅行も名月を阿里山頂
で迎えている」とあるように、「台湾燕巣会づくり」が目的だった。事
























岳水は第 19 集には無題で、第 20 集には「台湾雑唱」の題で、どちらも



















（東京・言叢社、2003 年 4 月）が刊行されるという、国際間協働ともい
うべき画期的な作業が行われたのである（ただし後述するように、そこ
にはいくつもの問題があったのも事実である）。
1989 年 9 月 12 日～ 18 日、羽田は「燕巣 400 号・35 周年記念　台湾
俳句旅行」と称して、燕巣俳句会員をひきつれ、33 名で再び台湾を訪
れた。台中では「現地俳句会」（台湾燕巣会）と交歓会、帰国前日の 9





























































































②　各題とも（解説）本文 329 字とし、例句を 8 句収める（各題とも














て、2003 年 4 月に刊行されたのである。そもそも連載時のタイトルは







































































































































































































































































































































































































































































つ宛てられていた。1989 年 12 月号の（1）は 1 季題、（2）のみは半ペー
ジで 1 季題、（3）は 3 季題だったが、1990 年の（4）から 2 季題ずつと
115
（13）
なった。さらに 1991 年 3 月号の（15）・（16）からは、原則として毎号
2 頁ずつ計 4 季題となった。執筆者は「（1）サシバ」（1989 年 12 月号）
のみ台北俳句会員で、羽田岳水の友人でもあった杜文祥が執筆したが、
（2）以降はすべて黄霊芝の筆による。「（1）サシバ」は、解説文 960 字
に例句 7 句。（2）の「新年・霊芝・補冬」の 3 季題は、解説文各 300 字、
例句 4 句。（3）「旧正月」は解説文 420 字、例句 5 句。解説文の長さと
例句数が基本的に定まるのは 1990 年 3 月号の（4）以降で、既述のよう







































































































































































































ば 1991 年 12 月号に「秋・行事」として連載された、「（32）光復節・豊
年祭、（33）孔子祭・重九節」の 4 項目を見ると、『台湾俳句歳時記』の


























































































































8 句ずつ付ける例句をどうするかである。少なくも 30 句くらいの候補
句の中から 8 句の例句を選ぶのでなければよい歳時記はできない、と黄



























での例句は羽田岳水が 2 句、黄霊芝と杜文祥が 1 句ずつ、それに句会に





































例句の数は連載第一回では 7 句だったが、連載第二回は 4 句、第三回



































































なった。これは『燕巣』1991 年 6 月号の「台湾歳時記（21）八田祭・












































































ないかと、この点が心配なのです。……（1990 年 1 月 19 日付）



















































「台湾歳時記」の連載は『燕巣』1998 年 9 月号で一応終りになるが、

















































寄稿していない。羽田の方も 1998 年 10 月号以来、「台湾歳時記」や
『台湾俳句歳時記』については、『燕巣』誌上で一言も述べていない。
「本人と連絡をとりあう」ことはなかったとしか思われない。



























































ページ全面広告が 7 回にわたって載っている（2003 年 5 月号・7 月号・











「台湾の歳時記」（1997 年 1 月号）、石川清一「台湾歳時記刊行を待つ」
（1998 年 7 月号）があり、また一応連載が終わった段階で、阿部誠文に
















あるが、加筆されているものもある。第 24 集・25 集の「あとがき」は
『台湾俳句歳時記』の末尾に同じ標題でそのまま収録されている。なお




第 18 集（1989 年 8 月） 6 俳句の前書と句評
第 19 集（1991 年 3 月） 30 「《自句自解》と《短歌の半分》」（初出『燕
巣』1990 年 2 月号～ 5 月号）
第 20 集（1992 年 5 月） 15 「俳句歳時記について」（初出『燕巣』1991
年 1 月号 ~2 月号）
第 21 集（1993 年 2 月） 9＊ 日本文化は貧から生まれた（初出『燕巣』
1990 年 12 月号、原題：「いくつかの問題
（3）」
第 22 集（1994 年 6 月） 38＊ 「ありげな問題のいくつか―国際交流での」
第 23 集（1995年10 月） 30＊ 「文法―間違っているかも知れませんが
―（1995 年 5 月 14 日、日本との交流句
会に際して、一部加筆）」（初出『燕巣』
1995 年 6 月号）
第 24 集（1997 年 3 月） 27＊ 「《台湾歳時記》と《台湾季語》」（初出『燕
巣』創立 40 周年記念、1996 年 10 月号）
第 25 集（1998年12 月） 59＊ 「戦後の台湾俳句―日本語と漢語での
―」（初出『燕巣』1998 年 1・2 月号）
第 26 集（2000 年 6 月） 83 「日本文化の原点―とんちんかん論法で
の」（初出『燕巣』1999 年 4 月号～ 12 月
号）
第 27 集（2000年12 月） 1 ごく短い「附記」（編集委員による）
98
（30）
第 28 集（2001年10 月） 2 短い説明的「後記」（編集委員による）




た。最初の例は既に見たように、第 13 集（1984 年）の「あとがき」（原
文は無題）を、『燕巣』1987 年 11 月号に「季語について」として掲載
したことである。次に『黄霊芝作品集　6』（1982 年）の「自序」に「漢
字考」という題を附けて 1988 年 11 月号に載せている。さらに第 10 集
の「あとがき」が「敏感に―言葉・文字―」という題を付けられて
『燕巣』1990 年 1 月号に、第 16 集の「あとがき」が「ちゃんぽん」と
いう題を付けられて『燕巣』1989 年 12 月号に、第 11 集（1982 年）の
「あとがき」が「盗作について」という題を付けられて『燕巣』1990 年
6 月号に掲載されているのである。
4 －（2）句評と言えぬ句評―第 18 集の「あとがき」








































































は 30 ページ、第 20 集は 15 ページ、第 21 集は 9 ページとやや短いが、
第 22 集は 38 ページ、第 23 集は 30 ページ、第 24 集は 27 ページ、第
25 集は 59 ページ、第 26 集に至っては、本文（俳句集＝投句者 61 人）






4 －（3）「短歌の半分」論の発展―第 19 集の「あとがき」
























































4 －（4）　日本歳時記の批判―第 20 集（1992 年 5 月）の「あとがき」
第 20 集（1992 年 5 月）の「あとがき―俳句歳時記について」は、


















4 －（5）　俳句文化論から日本文化論へ―第 21 集～ 26 集の「あとがき」
第 21 集（1993 年 2 月）の「あとがき」（無題だが「日本文化は貧か




















































































































第 24 集（1997 年 3 月）の「あとがき」は、「台湾歳時記と台湾季語」
（『燕巣』1996 年 10 月号）の転載、第 25 集（1998 年 12 月）の「あとが








ちんかん論法での」という長大な「あとがき」は、『燕巣』1999 年 4 月
号から 12 月号に 8 回に渉って連載されたものだった。もはや俳句論で
さえなく、一般会員が興味を持つとは思えない、しかもこの第 26 集














































































































3）　磯田一雄「黄霊芝の俳句観と《台湾俳句》」『成城文藝』第 201 号 2007 年
12 月、36-44 頁。
4）　岡崎郁子『黄霊芝物語―ある日文台湾作家の軌跡』研文出版、2004 年、
62-63 ページ参照。なお『燕巣』2004 年 6 月号に「千代田葛彦特集」があ
る。
5）『燕巣』1987 年 11 月号「あとがき」。なお羽田岳水は黄霊芝の「あとがき」
に「季語について」と標題をつけながら、ここでは「俳句について」と誤
記している。













集では二人とも日本詠、第 27 集は福島のみ日本詠、第 29 集は羽田・福島
ともに台湾詠、第 30・31・32・33・34 集はともに日本詠と足並みが揃っ
ている。第 35・36 集では羽田が日本詠のみに対し、福島は台湾詠を交え





8）　羽田岳水「台北句会との交流開始に当り」『燕巣』1989 年 11 月号。なお
この号には「燕巣　四百号／三十五周年記念交流　台北句会九月報」のタ
イトルで、台北俳句会員 64 人の句が 2 句ずつ載っている。季語は兼題（宿
題）で出されたのか、「新涼」「赤まんま」「秋暑し」などが多く、台湾季
語は見られない。
9）　「台湾一周の旅」『燕巣』1990 年 1 月号、51-52 頁。


















13）　阿川燕城「台湾の季感」『燕巣』1988 年 6 月号。
14）　第 24 集の「あとがき」138-148 頁。
15）　同 149-150 頁。一部手入れ、省略。なおこれは連載の最初からではなく、








































つ」及び「同（四）」『燕巣』1999 年 2 月号及び 4 月号。
20）　前掲阿部誠文「黄霊芝《台湾歳時記》を読む（四）―その例句を鑑賞
しつつ」『燕巣』1999 年 4 月号。
21）　石川清一「台湾歳時記の刊行を待つ」『燕巣』1998 年 7 月号。












季語は 225 あるのに、客家語の季語は正題・副題とも 2 語ずつしかない。
いっぽう中国語（北京語）の正題季語は 13 しかないが、副題季語は 105





























30）　磯田一雄「戦後台湾俳句小史（二）」『成城文藝』第 240 号、（127）366 頁。
31）　その後黄霊芝は『黄霊芝作品集 21』として『論集　年々…月々…』（私
家版、2008 年 12 月）を出しているが、これは句会での個々の句評に加筆
したもので、俳句観はうかがえるが、まとまった俳句論とは言えない。
32）　廖運藩「台湾川柳会初代会長頼天河さんのこと」、江畑哲男・台湾川柳
会編『近くて近い台湾と日本　日台交流川柳句集』新葉館出版、2014 年 3
月、26 頁。
82
